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報告事項１ 

 令和４年度（一社）宇都宮観光コンベンション協会事業報告について 

 

○ 提案の理由 

  （一社）宇都宮観光コンベンション協会定款第４１条第１号及び第２号の規定に基づ

き報告するもの 

 

令和４年度（２０２２年度）事業報告 

 

 

Ⅰ 事業報告（総括） 

令和４年度（２０２２年）は，ウィズコロナを踏まえて，国では春以降，観光を含む

移動・交流の再開に舵を切るとともに，本市においても，国内最大のスポーツの祭典で

ある「いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会」の開催や，新たな交流拠点となる「ライト

キューブ宇都宮」が開業するなど，県内外から多くの人の流れを呼び込む機会が創出さ

れた年となりました。 

 

そのため，当協会では，このまたとない機会を的確に捉え，本格的な観光の活性化と

ＭＩＣＥの推進に向け，コロナ禍によって大きく減少した本市への観光需要の喚起とＭ

ＩＣＥ誘致活動に精力的に取り組みました。 

 

観光事業については，「いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会」や３年ぶりに開催された

「宇都宮餃子祭り」にあわせ，宇都宮観光推進委員会と連携して取組を行うとともに，

首都圏や関西圏等での観光プロモーションのほか，ホームページやＳＮＳの更新頻度を

高めた本市の魅力発信など，国内観光需要の取り込みを一層強化しました。 

 

また，コロナ収束後の本格的なインバウンドの回復期に備えて，海外旅行会社に対し

て，過年度に造成した本市固有の食や自然，歴史・文化などをテーマとした体験型コン

テンツを主軸としたメールマガジンを配信するとともに，商談会を通したセールス活動

を行うなど，インバウンド観光需要の喚起に取り組みました。 

 

コンベンション事業については，「ライトキューブ宇都宮」の開業を契機に，より多く

のＭＩＣＥを誘致するため，本市の強みや魅力を訴求する「プロモーション動画」や「ア

フターコンベンションメニュー」の充実を図り，栃木県内の企業や学術機関はもとより，

首都圏の会議等主催者や開催地決定に大きな影響力を持つキーパーソンに対して積極的

な誘致活動を展開しました。 

 

さらに，本年３月には，ＭＩＣＥに関わる多様な関係団体がそれぞれの活動領域や分

野の垣根を超えて一丸となってＭＩＣＥを推進するため，市内の産業団体や大学等と協

働で「宇都宮ＭＩＣＥネットワーク」を設立し，オール宇都宮によるＭＩＣＥ受入れ体

制を整備しました。 
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Ⅱ 事業内容 

 

【観光誘致事業】 

１ 観光情報発信事業 

観光誘客促進のため，「餃子」・「カクテル」の観光目的別リーフレットや「宇都宮観

光マップ」を作成・配布したほか，「ジャズ」の観光目的別リーフレットについても継

続配布を行い，本市の旬の観光情報の提供に努めました。 

また，協会独自の財源となる「餃子クリアファイル」の販売のほか，観光ポスター

の掲出先をこれまでのＪＲ東日本や東武鉄道に加えて，東京メトロや私鉄駅などに拡

大しました。 

また，当協会の機関紙「Ｕめ～る」を発行し，観光やＭＩＣＥの商談会の状況，フ

ィルムコミッション情報やおもてなし事業などをはじめとした協会事業のトピックス

を会員向けに提供したほか，当協会公式ホームページやフェイスブック，インスタグ

ラムなどを活用し，鮮度ある宇都宮の魅力の情報発信に取り組みました。 

さらに，令和３年度に作成した WEB 版の観光マップ「宇都宮市観光デジタルマップ」

の運用を開始しました。 

 

⑴ 広報・宣伝印刷物等の作成・配布・販売 

ア 観光目的別リーフレット             イ 宇都宮観光マップ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 餃子クリアファイル 

 

 

 

 

 

 

 

 

観光事業                    １９，２３５，０６４円 

「餃子」 

５０，０００部 

「ジャズ」 

継続配布 

「カクテル」 

１７，５００部 ２３，５００部 
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エ 宇都宮市観光ポスター（Ｂ１／Ｂ２）   計１，０００部 

 

【主な掲出先】 

ＪＲ東日本，東武鉄道，首都圏飲食店， 

東京メトロ，東急東横線 ほか 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 機関紙「Ｕめ～る」の発行 

・ 冊子版 第５２号（７月号） ２，０００部 

・ 電子版 第５３号（１１月号）・ 第５４号（１月号）・ 第５５号（３月号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ ホームページの更新・管理，ＳＮＳでの情報発信 

ア ホームページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 総アクセス数 対前年増減率 

令和４年度 １，０３９，８６０回 ７．３％増 

令和３年度 ９６９，００５回  
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イ フェイスブック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ インスタグラム 

（英語表記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（日本語表記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 フォロワー数 対前年増減率 

令和４年度 ３，２３１人 ３．１％増 

令和３年度 ３，１３３人  

年度 フォロワー数 対前年増減率 

令和４年度 ３，４５３人 ２０．７％増 

令和３年度 ２，８５９人  

年度 フォロワー数 対前年増減率 

令和４年度 １０４１人 ５６．０％増 

令和３年度 ６６７人  
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⑷ 「宇都宮市観光デジタルマップ」の運用【新規】 

・ アプリ不要で Google Map 連動により経路案内も可能 

・ 観光施設や飲食店などジャンルごとにアイコンが表示 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 ＰＶ数 対前年増減率 

令和４年度 １７，９１０回  
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２ 観光プロモーション・セールス事業 

本市への観光誘客の促進と当協会会員の皆様のセールス機会拡大につながるよう，

オンラインだけでなく対面での機会も増えた中で，商談会等に積極的に参加しました。 

また，より効果的なセールス活動が可能となるよう，「観光プロモーション素材（旅

行代理店用媒体資料）」などの商材も活用しながら，販路拡大や宣伝支援に取り組みま

した。 

 

⑴ 観光プロモーション・セールス事業 

ア 観光キャラバン 

○ 「本物の出会い栃木」観光キャラバンふるさと観光展ＩＮ仙台駅 

実 施 日：令和４年１０月４日（火） 

会  場：河北新報社，仙台リビング新聞社，ＪＴＢ仙台支店， 

日本旅行仙台支店 

 

 

 

 

 

 

○ 「いちご王国栃木の日」観光ＰＲイベント 

実 施 日：令和５年１月１４日（土）～１５日（日） 

会  場：東京スカイツリータウン 

 

 

 

 

 

 

 

イ 商談会 

○ ツーリズム EXPO ジャパン 

実 施 日：令和４年９月２２日（木）～２３日（金） 

会  場：東京ビッグサイト 

商談件数：１７件 
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○ 栃木県観光情報説明会商談会（大阪） 

実 施 日：令和４年９月２９日（木） 

会  場：大阪東急ＲＥＩホテル 

商談件数：４件 

 

 

 

 

 

 

○ 第 1 回栃木県観光情報商談会（東京） 

実 施 日：令和４年１０月１９日（水） 

会  場：ベルサール東京日本橋 

商談件数：４件 

 

 

 

 

 

 

○ 第２回栃木県観光情報商談会（東京） 

実 施 日：令和５年１月２７日（金） 

会  場：ベルサール東京日本橋 

商談件数：７件 

 

 

 

 

 

 

○ 香港旅行会社との商談会 

実 施 日：令和５年２月１日（水） 

会  場：ホテルニューイタヤ 

商談件数：４件 
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○ タイ・ベトナム旅行会社との商談会 

実 施 日：令和５年２月９日（木） 

会  場：ホテルニューイタヤ 

商談件数：５件 

 

 

 

 

 

 

○ インバウンド向け観光情報商談会（オンライン） 

実 施 日：令和５年１月２７日（金） 

商談件数：３件 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 物産展 

○ 本物の出会い栃木Ａｕｔｕｍｎマルシェ 

実 施 日：令和４年９月１０日（土）～１１（日） 

会  場：恵比寿ガーデンプレイス 

 

 

 

 

 

 

 

エ 観光プロモーション素材（旅行代理店用媒体資料） 

 

 

 

 

 

 

  



- 10 - 
 

３ おもてなし推進事業 

市民や事業者の「おもてなし」意識の醸成を図るため，「宇都宮市おもてなし推進委

員会」を中心に，おもてなし出前講座・勉強会・セミナーの開催や「宮のもの知り達

人検定」の実施，公式ホームページによる普及啓発，他団体と連携したＪＲ列車のお

出迎えなどに取り組みました。 

また，観光等で来訪される方が気軽に休憩でき，観光パンフレットを手に取り，ま

ち歩きができるよう，「おもてなしスポット」の増設を行いました。 

さらに，「観光ボランティア養成講座」も実施し，人材育成に努めました。 

 

⑴ 普及啓発事業 

ア おもてなし出前講座 

小中学校や一般事業者を対象に，当該団体からの要請に応じて現地に講師を派

遣する出前講座の開催 

① 開 催 日：令和４年８月３０日（火） 

団 体 名：いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会 

参加ボランティア 

参加者数：３２名 

講 師：東武ホテルマネジメント 

Sky Restaurant 634 伊藤 邦夫氏 

内 容：おもてなしの心得や技術 

 

② 開 催 日：令和５年２月７日（火） 

団 体 名：宇都宮市立泉が丘中学校 

参加者数：２２５名 

講 師：宇都宮商工会議所青年部 ７名 

内 容：働く心構えと挨拶，接客マナー 

 

イ おもてなし勉強会 

タクシー乗務員を対象に，おもてなし意識と観光資源についての知識の向上を

図るため，勉強会を実施 

実 施 日：令和５年１月２３日（月） 

参加者数：１５名 

講 師：（一社）うつのみやシティガイド協会 

内 容：おもてなしについての座学後，大谷地区と若山農場の現地を周遊

し，実地研修 
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ウ おもてなしセミナー 

開 催 日：令和４年９月２６日（月） 

参加者数：３１名 

講 師：南城 ひかり氏（夢実現コンサルタント/マナー講師） 

内 容：心をつかむおもてなしの話し方・魅せる接客技術について実演を交え

た講習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 宮のもの知り達人検定  

① 検定問題の見直し 

市内小中学校で実施されている郷土愛の醸成を目的とした「宇都宮学」から，

宮のもの知り達人検定に相応しい質問項目を抽出，最新の情報に修正し検定問

題を２５０問から３００問に増設 

② ＷＥＢ検定の運営等 

当委員会のホームページ内で，宇都宮市民が宇都宮により詳しくなることで

「おもてなし」能力向上に繋がるよう，いつでも誰でも楽しめる「宮のもの知

り達人検定」のＷＥＢ検定の運営 

受験者数：１７３名（前年度１３５名） 

③ リニューアルチャレンジの実施 

ＪＲ東日本「2023 冬のとちぎ観光キャンペーン」の特別列車，特急「とち

ぎ１号」のお出迎え時にＰＲブースを設け，リニューアルした宮のもの知り達

人検定を出題し，来訪者が楽しく宇都宮について学ぶ機会を創出 

実 施 日：令和５年３月２５日(土) 

受験者数：７２名 
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オ 宇都宮市おもてなし推進委員会公式ホームページの充実 

今年度に増設した「おもてなしスポット」を掲載するなど，内容の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カ 他団体との協力事業 

① 「宇都宮餃子祭り」との連携 

協同組合宇都宮餃子会と連携し，「宇都宮餃子祭り」において来訪者の方に観

光案内等を行うおもてなしブースを設置し，来訪者の方へ観光案内やパンフレ

ット・チラシの配布 

実 施 日：令和４年１１月５日（土）～６日（日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ＪＲ東日本大宮支社と連携し，ＪＲ東日本「2023 冬のとちぎ観光キャンペー

ン」の特別列車，特急「とちぎ１号」のお出迎え対応，観光案内やパンフレット・

チラシの配布 

実 施 日：令和５年３月２５日（土） 

 

 

 

 

 

 

 

■おもてなしスポット 

登録団体一覧 

■おもてなしスポット 

個別紹介 

■トップページ 



- 13 - 
 

キ おもてなしスポット登録事業 

観光パンフレットの設置や休憩場所として利用できる「おもてなしスポット」

登録事業の継続によるスポットの増設と，周知を図るため当委員会ホームページ

や「宇都宮市観光デジタルマップ」への掲載 

・ 新規登録数：３カ所 

ヨークベニマル宇都宮テラス店 

銘茶関口園本店 

東武宇都宮百貨店 

 

 

 

 

ク 宇都宮観光フォトコンテストとの連携 

「宇都宮観光フォトコンテスト２０２２」と連携し，「宇都宮市おもてなし推進委

員会賞」を選出し，受賞作品を通したＰＲの実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケ 観光ボランティア養成講座 

開 催 日：令和４年９月１５日（木）～１１月１７日（木）全１０回 

受講者数：７名 

内 容：各所観光スポットを巡りながら，ボランティアガイドとしての案内の

仕方を学ぶ養成講座 

 

 

 

  

■宇都宮市おもてなし推進委員会賞「心を込めて」 
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４ 訪日外国人集客事業 

訪日外国人旅行者等に対し宇都宮市の最新の観光情報を提供するため，インバウン

ド対応エリアマップの改訂や，引き続き，宇都宮市作成の外国人向けポータルサイト

の運用に取り組みました。 

また，インバウンド需要の回復を見据え，外国人個人旅行向け体験型コンテンツの

発信販売に取り組みました。 

⑴ 訪日外国人向け情報発信事業 

ア インバウンド対応エリアマップの作成，配布 

外国人旅行者や市内在住の外国人への「おもてなし」として「外国人旅行者向

け宇都宮エリアガイド」の英語版・中国語版（簡体字・繁体字）・韓国語版（ハン

グル）を改訂し，宇都宮市観光案内所や市内宿泊施設などで配布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■英語版 

５，０００部 

■中国語版（簡体字）

５，０００部 

■中国語版（繁体字）

５，０００部 

■韓国語版（ハングル） 

５，０００部 
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イ 外国人向けポータルサイト（英語・中国語（簡体字・繁体字））の運用・管理 

宇都宮市が作成した外国人向けポータルサイトの運用・管理 

 

 

 

 

■英語版             ■中国語版（簡体字） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■中国語版（繁体字）        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 総アクセス数 対前年増減率 

令和４年度 ７，０７９回 ５７．３％増 

令和３年度 ４，４９８回  
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⑵ 外国人個人旅行向け体験型コンテンツの発信販売【新規】 

前年度までに造成した，宇都宮でしか味わえない特別な体験を盛り込んだ，外国

人個人旅行向け体験型コンテンツの販売を促進するため，外国人富裕層向け海外旅行

代理店へ向けメールマガジン（英語）を配信 

配信件数：１０通 

発信先：８９ヵ国 １，７００社 

① 宇都宮の Special Experience を組み合わせた上質な２泊３日旅 

② 日本人初，ルレ・エ・シャトー世界大会で最高賞を受賞した日本人シェフ 

による 旬の食材×テロワールモデル in 宇都宮 

③ 日本人初，ルレ・エ・シャトー世界大会で最高賞を受賞した日本人シェフ 

音羽シェフにフォーカスした 宇都宮テロワール紀行 

④ 唯一無二の空間美 大谷石採石場跡を舞台にした Premium Experience 

⑤ 「神仏の聖地」宇都宮のパワースポットを巡る 

⑥ 「美竹林」が織り成す幻想的な空間に包まれながら 栃木の地産地消を 

味わう 

⑦ 圧巻の美竹が醸し出す神秘的な静謐空間でのマインドフルネス＆ 

リトリートメントモデル in 宇都宮 

⑧ サイクルロードレース界の聖地・宇都宮で国内トップチームによる本格レク

チャーとサイクリングを満喫 

⑨ 神秘的で唯一無二の空間での Special Yoga＆Pilates Experience にフォー

カスしたマインドフルネス＆リトリートメントモデル in 宇都宮 

⑩ 大谷石蔵を活用して生まれた美酒ととちぎテロワールを堪能する和洋マリア

ージュモデル in 宇都宮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（参考：日本語版） 
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【観光推進事業】 

５ 外客誘致イベント支援事業 

昨年に引き続き，「ふるさと宮まつり」を含めて，コロナ禍により中止となるイベン

トがある中，「宇都宮餃子祭り」や「ジャズクルージング」などの各種イベントへの支

援を行いました。 

 

⑴ 主な支援イベント 

ア ふるさと宮まつり  

「令和４年度（第４７回）ふるさと宮まつり」は，コロナ禍での開催となるた

め，国や栃木県，宇都宮市が示す感染症防止策を踏まえて，催事参加者や顧客，

運営スタッフ等の行動指針となる「感染防止ガイドライン」を作成するとともに，

県に対して「感染防止安全計画」を提出するなど，安全・安心のもと，３年ぶり

となる大通りでの開催に向けた準備を進めました。 

しかしながら，新型コロナウイルス感染症の拡大が著しく，栃木県より高齢者

等の混雑した場所への外出自粛の協力要請を含む「ＢＡ.５対策強化宣言」が発令

されることを受け，市民の安全・安心を確保し，幅広い年代の市民交流の場を作

ることが難しく，宮まつりの趣旨に沿った開催が困難と判断し，開催直前で中止

となりました。 

 

（参考）令和４年度に開催中止となった主なイベント 

・ 宇都宮カクテルカーニバル 

・ 宇都宮カクテルハロウィン 

・ 宇都宮ジャズクルージング Vol.１～Vol.２ 

 

⑵ その他の支援 

ア 各種イベントへの後援・協力（２６件） 

２０２２うつのみや花火大会，第２８回鬼怒の船頭唄全国大会，第２６回宇都宮さ

つき＆花フェア，七夕ジャズ２０２２，めざせ！栃木県子ども観光大使２０２２，多

氣山 万燈会・八朔祭，愛する郷土の発展を希求する事業，令和４年度 オリオン七

夕まつり，風人の祭２０２２栃木，第７回蓮の俳句大会，第２０回栃木花蓮写真展，

２０２２ FIM MotoGP™世界選手権シリーズ 第 16 戦 日本グランプリ，いけばなと大

谷石，第３６回宇都宮マラソン大会，第１５回うつのみや大道芸フェスティバル，二

荒山神社渡御祭礼，第１６回多氣山大火渡り祭，きもの HAUS プレゼンツ宮魁道中，

第１８回 JNB 新事業創出全国フォーラム in とちぎ，オリオンジャズ３９th２０２２・

COREZOORION，第２９回歳末たすけあい民謡民舞大会，宇都宮アニソン万博，スポー

ツ・文化の振興によるまちづくり，第２６回日本臨床脳神経外科学会，グリーンフェ

スタ２０２３，JD リーグ２０２３第５節宇都宮大会 
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６ 地域魅力発見事業【拡充】 

観光フォトコンテストの開催による宇都宮市の魅力発見や，ロケ（撮影）誘致に向け

た「ロケ地ガイド」の配布などのフィルムコミッション事業により，宇都宮市の魅力

の対外的アピールに取り組みました。 

また，日光街道宿の印等の作成・販売を通して，御宿場印等の収集のために来訪する観

光客を呼び込み，地域の活性化につなげることを目的とした「御宿場印プロジェクト」に

参加し，新たな観光資源の創出及び案内所での販売により自主財源の確保に努めまし

た。 

 

⑴ 観光フォトコンテスト【拡充】 

観光フォトコンテストのテーマについて，「『宇都宮へ行こう』と思える宇都宮の

風景等」と「大谷石文化が息づく『大谷石のある風景』」などのほか，インスタグラ

ム部門に宇都宮餃子賞を新設するなど様々な工夫をして作品を募集 

 

ア 応募総数 プリント部門    １２７点（前年度 １３４点） 

インスタグラム部門 ４８２点（前年度 ４０９点） 

イ 入賞作品の展示 

宇都宮市役所市民ホールなど 

 

■プリント部門 最優秀賞   ■インスタグラム部門 最優秀賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■インスタグラム部門 宇都宮餃子賞 
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⑵ フィルムコミッション事業 

宇都宮市の認知度のさらなる向上を図るため，「ロケ地ガイド」を制作会社に配布

し，広く情報を発信するとともに，宇都宮市や関連団体，また栃木県フィルムコミ

ッションなどとも連携を図りながら，多様なニーズに対応したフィルムコミッショ

ン事業を展開 

 

ア 「ロケ地ガイド」の作成・配布 

宇都宮市内での撮影を誘致し，宇都宮市の認知度のさらなる向上を図るため，

問い合わせや実績のあるロケ地など最新情報に改訂し，制作会社などに配布 

 

配布数：１３７件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 撮影協力・支援 

支援件数：３６件 

【映画】 

ネメシス 黄金螺旋の謎 

【ドラマ】 

警視庁アウトサイダー，おとなりに銀河 ほか 

【ＣＭ】 

ケンタッキー・フライド・チキン ほか 

【ＭＶ】 

Anonymouz「River」ほか 

【情報バラエティー】 

秘密のケンミン SHOW 極，所 JAPAN，笑神様は突然に，ウルトラマン DASH， 

マツコ＆有吉かりそめ天国，水バラ かまいたちの名所名物先取り旅 ほか 

 

 

■ ロケ地紹介 

■ ロケ支援  

 



- 20 - 
 

ウ ＮＰＯ法人ジャパン・フィルムコミッションとの連携 

映像制作会社とのネットワーク構築や協会職員のスキル向上を図るため，国内

最大のフィルムコミッション組織であるＮＰＯ法人ジャパン・フィルムコミッシ

ョンに加盟し，映像制作会社へのセールス機会の拡大を図るとともに，専門家に

相談できる体制を確保 

また，ジャパン・フィルムコミッション主催の「全国ロケ地フェア」への出展や，

スキルアップ研修に参加 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 御宿場印プロジェクトの推進 

御宿場印等の収集のために来訪する観光客の呼び込みを図るため，宇都宮市内の日光

街道の３宿（宇都宮宿・徳次郎宿・雀宮宿）の御宿場印と御宿場印帳を作成，販売 

販売数 令和４年度 令和３年度 

雀宮宿 ２７９枚 ４３２枚 

宇都宮宿 ３０７枚 ４５０枚 

徳次郎宿 ２８８枚 ４３１枚 

御宿場印帳 １８冊 ５１冊 

■ 御宿場印 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 御宿場印帳 
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観光施設事業                    ８，８０８，３２８円 

 

１ 宇都宮市観光案内所運営 

観光案内所については，新型コロナウイルスの感染防止対策に努めながら運営を行

いました。 

また，前年度に引き続き，「大谷観光一日乗車券」や「宇都宮城御城印及び御城印帳」，

「御宿場印及び御宿場印帳」の販売を行いました。 

さらに，ＪＲ東日本で開催された「駅カード事業」の配布協力など，市や他団体と

の連携事業に取り組みました。 

 

⑴ 宇都宮観光案内所利用実績 

利用件数 令和４年度 令和３年度 

利用総数 ４７，９０１件 ３４，０１４件 

 うち外国人 １，３１３件 ４６７件 

 

⑵ 外国人観光客向け施策 

・ 「外国人旅行者向け宇都宮エリアガイド」（英語・中国語（簡体字・繁体字）・韓

国語）の配布 

・ 多言語版「宇都宮シティガイド」（英語・中国語（簡体字））の配布 

 

⑶ 来訪者向けサービス 

・ 大谷観光一日乗車券の販売 

 令和４年度 令和３年度 

販売総数 ４，３２５枚 ３，０７５枚 

 うち大人 ４，１８８枚 ２，２８１枚 

    中学生 ４２枚 １４枚 

    小学生 ９５枚 ３０枚 

 

・ 宇都宮・益子フリーきっぷの販売 

 令和４年度 令和３年度 

販売総数 ６枚 ７枚 

 うち大人 ６枚 ７枚 

 

・ 餃子通りマンホールカードの配布 

 令和４年度 令和３年度 

配布枚数 ５，２２３枚 ２，７７５枚 
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・ 御城印等の販売 

販売数 令和４年度 令和３年度 

御城印 ３９９枚 ３７９枚 

御城印帳 ３０冊 ３７冊 

 

・ 御宿場印等の販売 

販売数 令和４年度 令和３年度 

御宿場印 ８７４枚 １，３１３枚 

御宿場印帳 １８冊 ５１冊 
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コンベンション事業                ２５，８７８，５３７円 

 

１ コンベンション誘致事業【拡充】 

ＭＩＣＥ誘致のため，都内や市内・県内の学術機関（大学等），各種団体支部への誘

致活動や，情報収集やＩＭＥ（国際ＭＩＣＥエキスポ），地方都市合同商談会に参加し，

県外のコンベンション主催者に対し情報提供を行いました。 

また，宇都宮でのＭＩＣＥ推進を目的としたＭＩＣＥネットワークの設立をはじめ，

地域の機運を醸成するためＭＩＣＥセミナーの開催や，開催地決定に影響力をもつキ

ーパーソンを本市へ招聘し，ファムツアー（視察ツアー）を実施しました。 

さらに，ＪＣＣＢ主催のオンラインセミナーに参加し，全国のコンベンション関連

団体の取組や学会・大会開催情報等の収集を行いました。 

※ ＭＩＣＥ（Meeting，Incentive Travel，Convention，Exhibition/Event） 

 

⑴ ＭＩＣＥ誘致セールス 

「宇都宮市ＭＩＣＥ戦略」に掲げる重点分野である首都圏や県内の学術機関（大学

等），各種団体支部等に対して，本市開催の動機付けとなるよう，市内コンベンショ

ン施設や開催支援補助金，アフターコンベンション情報などをまとめた各種ガイド

ブック等を活用しながら，積極的な誘致活動を実施しました。 
 

・ 誘致セールス件数：３００件 

首都圏（東京） 県内など 

１８１件 １１９件 

 

＜参考：ＭＩＣＥ誘致ツール＞ 

① 宇都宮コンベンションガイドの配布 

内容：市内のコンベンション施設や観光コンテンツ，開催支援補助金の情報

などを掲載したガイドブック 
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② ＭＩＣＥプランニングガイドの配布 

内容：歴史的建造物等でのユニークベニュー（特別な空間でのレセプション）

や，ＭＩＣＥ開催後のテクニカルビジット（工場視察），エクスカーショ

ン（小旅行）などのアフターコンベンション情報を掲載したガイドブック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 県外合同商談会への出展【拡充】 

都内の催事主催者や旅行会社・ＰＣＯ（会議専門会社）向けた商談会に出展し，本

市へのＭＩＣＥ開催の提案をいたしました。 

○ 第３２回国際ＭＩＣＥエキスポ（ＩＭＥ２０２３） 

実 施 日：令和５年２月１６日（木） 

商談件数：１４件 

 

○ 地方都市合同ワークショップ 

【第２回】実 施 日：令和４年１２月１３日（火） 

商談件数：７件 

【第３回】実 施 日：令和５年３月９日（木） 

商談件数：９件 
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⑶ キーパーソン招聘事業【新規】  

開催地決定権を持つキーパーソンやＰＣＯ等を本市に招聘し，本市の魅力を体

験（視察ツアー）いただき，ＭＩＣＥ開催の提案をいたしました。 

実施時期：令和５年２月・３月に各１回 

参加団体：催事主催者や大学，ＰＣＯ，旅行会社など１５団体，２１名 

 

《視察場所》 

ライトキューブ宇都宮・カンデオホテルズ宇都宮・アンジェロコート宇都宮東京・

ＬＲＴ車両基地・井上清吉酒造・宇都宮酒造・宇都宮東武ホテルグランデ・若山農

場・大谷資料館・OHYA FUN TABLE・石の蔵 

 

 

 

 

 

 

 

⑷ ＭＩＣＥネットワーク設立【新規】 

宇都宮でのＭＩＣＥ推進を目的に，市内の産業団体や大学等のＭＩＣＥに関わ

る関係団体等と協働で「宇都宮ＭＩＣＥネットワーク」を設立し，オール宇都宮に

よるＭＩＣＥ受入れ体制を整備しました。 

実施時期：令和５年３月 

 

 

 

 

 

 

⑸ ＭＩＣＥセミナーの開催【新規】 

ＭＩＣＥ開催に対する地域の機運醸成を促進するため，株式会社プリプレスセ

ンター代表取締役の藤田靖氏を講師に迎え，「宇都宮でのＭＩＣＥ開催の意義や効

果」について，講演いただきました。 

実施時期：令和５年３月 
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⑹ ＭＩＣＥ専門誌への掲載 

ＭＩＣＥ専門誌「ＭＩＣＥプランナーズ・ガイド 2023」にライトキューブ宇都

宮の指定管理者と連携して，当協会のＭＩＣＥ支援内容等と宇都宮駅東口交流拠

点施設の広告を掲載しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑺ ＭＩＣＥ専用サイトの更新・管理【新規】 

誘致セールス活動だけではカバーしきれない国内外のＭＩＣＥ主催者に対し，本

市へのＭＩＣＥ誘致促進につなげるため，昨年度開設したＭＩＣＥ専用サイトを通

して，市内コンベンション施設や開催支援補助金，アフターコンベンション情報な

どを提供し，ＭＩＣＥ開催地としての魅力発信に取り組みました。 
 

年度 アクセス数 

令和４年度 ６３，６９９回 

 

 

 

 

 

 

 

⑻ ＭＩＣＥプロモーション動画作成 【新規】 

ホームページや商談会等での効果的な活用により本市の魅力を発信するため，Ｍ

ＩＣＥ開催の魅力を集約したプロモーション動画を作成しました。 
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⑼ アフターコンベンションメニューの充実【拡充】 

本市でのＭＩＣＥ開催の動機付けとなるよう，ユニークベニューや，先進技術や

独自技術等を有する企業のテクニカルビジットなどの造成に取り組みました。 

《主なコンテンツ》 

 

 

 

 

 

 

 

⑽ 開催支援グッズの作成【新規】 

団体，学会，企業等が行う会議や展示会・見本市，イベントなどのＭＩＣＥ主催者

等に対して，ＭＩＣＥ開催地としての認知度向上とＭＩＣＥ開催の誘致を目的とし

て，誘致訪問営業や商談会で配布する，開催支援グッズ（ノベルティグッズ）を作成

しました。 

 

  ⑾ 土産品紹介パンフレットの作成【新規】 

    宇都宮市観光土産品協会と宇都宮雷都物語メーカー協議会と協同で，本市の土産

品を紹介するパンフレット「うつのみや おみやげ手帖」を作成し，コンベンショ

ン主催者等へ配布しました。 

作成数：８５，０００部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑿ コンベンション開催意向の把握 

コンベンション主催者等に対し早期支援を行うため，令和５年度以降の開催意向

調査を実施しました。 

調査件数：７６５件 

 

 

 

ユニークベニュー 二荒山神社のレセプションプラン 

ナイトタイムコンテンツ 屋台横丁貸切プラン 

観光プラン 
日光東照宮将軍着座の間特別祈祷，日光田母沢御用邸 

非公開エリア特別見学など 

テクニカルビジット ＬＲＴ車両基地見学，ミツトヨ工場視察など 

体験型視察 大谷夏おとめ見学，宇都宮大学農学部附属農場体験など 

■ 開催支援グッズ ■ うつのみや おみやげ手帖 
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（参考）令和５年度以降開催予定の主な会議等 

開催予定年度 会議等名 
参加者数 

（予定） 

令和 5 年 5 月 10 日（水）

～12 日（金） 
第 96 回日本産業衛生学会 4,000 人 

令和 5 年 5 月 18 日（木）

～19 日（金） 
第 75 回全国商工会議所専務理事・事務局長会議 350 人 

令和 5 年 6 月 9 日（金）～

10 日（土） 
第 51 回日本小児神経外科学会学術総会 600 人 

令和 5 年 6 月 17 日（土）

～18 日（日） 
第 34 回日本レーザー治療学会  300 人 

令和 5 年 7 月 7 日（金） 第 69 回関東高等学校 PTA 連合会栃木大会 500 人 

令和 5 年 7 月 8 日（土）～

9 日（日） 
第 55 回日本動脈硬化学会総会・学術総会 1,000 人 

令和 5 年 7 月 15 日（土）

～16 日（日） 
第 26 回日本臨床脳神経外科学会 700 人 

令和 5 年 7 月 21 日（金） 全国自治体病院協議会令和 5 年度関東ブロック会議  500 人 

令和 5 年 7 月 27 日（木） 消防救助技術関東地区指導会 300 人 

令和 5 年 7 月 30 日（日）

～31 日（月） 

第６６回全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ

連合会総会 および 

ＰＴＡ・校長会合同研究大会「栃木大会」 

4,000 人 

令和 5 年 8 月 4 日（木） 全日本特別支援教育研究連盟関東甲信越地区

特別支援教育研究協議会栃木大会 
230 人 

令和 5 年 9 月 22 日（金）

～23 日（土） 
第 19 回日本モビリティ・マネジメント会議 未定 

令和 5 年 9 月 22 日（金）

～24 日（日） 
口腔４学会合同学術大会 4,000 人 

令和 5 年 9 月 29 日（金）

～10 月 1 日（日） 
第 26 回日本福祉のまちづくり学会全国大会 300 人 

令和 5 年 10 月 14 日（土） 第 11 回日本神経内分泌腫瘍研究会学術集会 800 人 

令和 5 年 10 月 18 日（土）

～19 日（日） 
第 59 回全国不動産大会 1,500 人 

令和 5 年 10 月 21 日（土）

～22 日（日） 
第 17回日本介護支援専門員協会全国大会 inとちぎ  1,200 人 
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令和 5 年 10 月 27 日（金） 関東甲信越ブロック食肉衛生検査所協議会業績発表会 500 人 

令和 5 年 11 月 18 日（土） 
令和５年度手をつなぐ育成会第５７回 

関東甲信越大会・栃木大会 
1,500 人 

令和 5 年 11 月 20 日（火）

～21 日（水） 
第５４回関東甲信越静社会教育研究大会栃木大会 1,500 人 

令和 6 年 2 月 23 日（金）

～24 日（土） 
第 26 回日本ヒト脳機能マッピング学会 330 人 

令和 6 年 3 月 16 日（土） 第 194 回日本胸部外科学会関東甲信越地方会 330 人 

 

 

⑿ 人材育成 

全国的なＭＩＣＥへの取組状況を把握するため，日本コングレス・コンベンション

ビューロー（以下，「ＪＣＣＢ」という。）が主催する会議等へ参加し，関係団体等と

のネットワーク構築や意見交換などに取り組みました。 

また，協会職員のスキル向上を図るため，ＪＣＣＢが主催する研修会（ウェブ研修

など）へ参加しました。 

 

○ ＪＣＣＢ・ＭＩＣＥ初級セミナー（オンデマンド形式） 

実 施 日：令和４年６月 

 

○ ＪＣＣＢ通常総会・名刺交換会 

実 施 日：令和４年６月２０日（月） 

会  場：コモレ四谷 タワーコンファレンス（東京都新宿区） 

 

○ ＪＣＣＢ第１回コンベンション・ビューロー部会 

実 施 日：令和４年１０月２０日（水）・２１日（木） 

会  場：デュオ・セレッソ（新潟県上越市） 

参 加 者：５２団体・８０名 
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２ コンベンション開催支援事業 

本市でのＭＩＣＥ開催を促進するため，市内で開催されるコンベンション主催者に

対して開催支援補助金を交付するとともに，ＪＲ宇都宮駅構内での歓迎看板の設置や

宿泊施設等での歓迎ビラの掲出，観光パンフレットやコンベンションバックの提供を

行うなど，きめ細やかな歓迎サポートに取り組みました。 

 

⑴ コンベンション開催支援補助金の交付【新規】 

交付件数：１３件  

交 付 額：８，０９８，０００円 

 

＜コンベンション開催支援補助金制度の概要＞ 

ア コンベンション開催支援補助金 

補 助 対 象 ： 令和４年４月１日以降に宇都宮市で開催される 

学会，大会・会議，企業ミーティング，展示会・見本市 

交 付 要 件 ： ① 会期が２日以上で参加者相当数が市内に宿泊するもの 

② 国外，県外参加者が５０人以上 

③ コンベンションの開催に要する対象経費の３分の１以内 

補助上限額 ： 国際コンベンション 最大５００万円 

国内コンベンション 最大３００万円 

対 象 経 費 ： 会場費，印刷製本費，通信運搬費，広告宣伝費，委託料， 

旅費，謝金，諸経費 

イ その他補助金 

・ シャトルバス運行補助金  最大３０万円 

・ エクスカーション補助金  最大２０万円 

・ コロナ対策補助金         最大 ５万円 

 

⑵ 参加者歓迎サポート及び開催運営サポートの実績 
 

 支援内容 実績 

参加者歓迎ポート 

歓迎看板の設置      １８件 

歓迎ビラの掲出 ２０件・２３４枚 

バナースクリーンの貸出    １２件 

開催運営サポート 

コンベンションバックの提供 １３，３０５枚 

観光パンフレットの提供 ４１，９６０部 

アトラクションの実施支援      ５件 

土産品コーナーの設置      ７件 
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■ 歓迎看板の設置（ＪＲ宇都宮駅構内） ■ 歓迎ビラの掲出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ バナースクリーンの貸出       ■ コンベンションバック・パンフレットの提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ アトラクションの紹介         

 

 

 

 

 

 

■ 土産品コーナーの設置 
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⑶ デジタルサイネージ形式の歓迎看板の設置【新規】 

JR 宇都宮駅構内にデジタルサイネージ形式の歓迎看板を設置し，宇都宮への来訪

のお礼・おもてなしの他に，アフターコンベンション情報も併せて提供できるよう

にしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）主な支援実績                         300 名以上の催事 

開催日 催事名 場所 人数 

令和 4 年 6 月 第 78 回日本弱視斜視学会総会 栃木県総合文化センター 1,159 人 

7 月 第 39 回全日本教職員連盟教育研究全国大会 教育会館ほか 764 人 

9 月 令和４年度全国食生活改善大会 栃木県総合文化センター 650 人 

10 月 第 62 回全国退職女性校長会梅の実会  ホテル東日本 471 人 

11 月 Optics & Photonics Japan 2022 栃木県総合文化センター 567 人 

11 月 第 69 回日本臨床検査医学会学術集会  栃木県総合文化センター 1,451 人 

12 月 日本都市計画学会全国大会 ライトキューブ宇都宮他 496 人 

12 月 第 29回日本時間生物学会学術大会 宇都宮大学 322 人 

12 月 JNB 新事業創出フォーラム in とちぎ  ライトキューブ宇都宮 1,000 人 

令和 5 年 1 月 第 1 回全国老人福祉施設大会・研究会議  ライトキューブ宇都宮 1,199 人 

2 月 全国てんかんセンター協議会総会 ライトキューブ宇都宮 300 人 

2 月 第 26 回日本病院総合診療医学会学術大会 ライトキューブ宇都宮 800 人 

3 月 第 28 回日本医学会ワークショップ ライトキューブ宇都宮 500 人 

3 月 第 63 回関東整形災害外科学会 ライトキューブ宇都宮 400 人 
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協会運営                           ６９，３２３，８４５円 

 

１ 第１回理事会（書面議決） 

・ 表決日 令和４年４月１日（金） 

 

２ 第１回通常総会（書面議決） 

・ 表決日 令和４年４月１日（金） 

 

３ 第２回理事会 

・ 期 日 令和４年５月２６日（木） 

・ 会 場 宇都宮市上下水道局５階 大会議室 

 

４ 第２回通常総会 

・ 期 日 令和４年６月７日（火） 

・ 会 場 宇都宮東武ホテルグランデ６階 大宴会場「龍田」 

 

５ 第３回通常総会（書面議決） 

・ 表決日 令和４年７月４日（月） 

 

６ 第３回理事会 

・ 期 日 令和４年１２月５日（月） 

・ 会 場 ライトキューブ宇都宮１階 １０７・１０８小会議室 

 

７ 第４回理事会（書面議決） 

・ 表決日 令和５年１月２０日（金） 

 

８ 第５回理事会（書面議決） 

・ 表決日 令和５年２月３日（金） 

 

９ 各団体加入負担 

公益社団法人栃木県観光物産協会などの観光関係組織に加入し，各組織と連携しな

がら，誘客促進に向けた対外宣伝や組織情報収集に取り組みました。 

 

10 事務局管理費 

新事務所への移転のため工事や移転作業等に係る費用のほか，協会事務を適正に執

行するための人件費，共益費などを支出しました。 
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11 会員の状況 

 会員総数 内 訳 

当初会員数 １９７件 正会員１８０件，賛助会員１７件 

入会件数 １０件 正会員：１０件 

京屋茶舗 

（一社）芳村野鳥自然博物館 

藤井産業(株) 

大谷グリーン・ツーリズム推進協議会 

(株)新光社 

(株)銘茶関口園 

(有)トライネット 

(株)山口果樹園 

(株)カンデオ・ホスピタリティ・マネジメント 

 カンデオホテルズ宇都宮 

(株)ベルシステムズ 

《入会順》 

退会件数 ２件 正会員２件 

期末会員数 ２０５件 正会員１８８件，賛助会員１７件 
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Ⅲ その他 

 

令和２年５月に観光関連団体と宇都宮市，当協会が設置した宇都宮観光推進委員会（当

協会が事務局）と連携し，宇都宮市への観光客の増加や観光産業の振興，並びに新型コ

ロナウイルス感染症により甚大な影響を受けた観光関連産業への支援を図るため，官民

一体となり，次のとおり観光推進委員会事業に取り組みました。 

 

１ 「プレミアム観光クーポン宇都宮」事業【継続】 

新型コロナウイルス感染症の影響による観光需要の回復を図るため，昨年に引き続

き，取扱店舗に登録されたお店や観光施設で使えるプレミアム付デジタルクーポン「プ

レミアム観光クーポン宇都宮」を販売しました。 

 

ア 概要 

・ 販売額に５０％のプレミアムが上乗せされ，餃子・ジャズ・カクテル・市北西

部の観光施設などで利用できる「周遊券」と，周遊券に市内宿泊施設で利用でき

る「宿泊割引券」が付いた，スマートフォンアプリＬＩＮＥを活用したクーポン

を販売 

・ 「周遊券」については，新たに「大谷一日乗車券」の購入やタクシー，レンタ

サイクルなど交通関係で利用できるよう取扱店舗の拡充 

 

イ 事業期間 令和３年１１月１２日（金）～令和４年５月８日（日） 

 周遊クーポン 宿泊割引付き周遊クーポン 

販売額 

（利用可能額） 

２，０００円 

（３，０００円） 

１０，０００円 

（１５，０００円） 

販売期間 
令和３年１１月１２日 

～令和４年５月６日 

令和３年１１月１２日 

～令和４年５月２日 

利用期間 
令和３年１１月１２日 

～令和４年５月８日 

令和３年１１月１２日 

～令和４年５月８日 

※ 新型コロナウイルス感染拡大に伴い，令和４年１月１８日～３月２１日まで販

売停止したため，当初３月末までの販売・利用期間を延長 

※ 令和４年度繰越事業として，令和４年４月１日～５月８日まで継続実施 

 

  

宇都宮観光推進委員会との連携事業 
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ウ 事業実績（令和４年４月１日～５月８日） 

 周遊クーポン 宿泊割引付き周遊クーポン 

購入者数 ６７８人 ３４人 

利用金額 ９，０６４，０００円 １，２３３，０００円 

 （周遊分） ９，０６４，０００円 ９２１，０００円 

 （宿泊分） － ３１２，０００円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■バナー画像 ■ポスター 
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会員支援事業 

 

１ 会員支援事業 

観光事業やコンベンション事業において様々な会員支援に取り組んでいる他，昨年

に引き続き，新型コロナウイルス感染症関連情報の提供等を行い，会員支援に取り組

みました。 

 

⑴ 新型コロナウイルス感染症関連情報の提供 

・ 当協会ホームページ内に国や栃木県，宇都宮市や宇都宮商工会議所等からの「助

成制度」などの最新情報を掲載 

・ 「融資制度」など事業支援に関する情報については，会員あてにメールによる

即時配信 

■ ＨＰバナー画像 

 

 

 

 

 

■ ＨＰ掲載内容 
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議案第１号 

 令和４年度（一社）宇都宮観光コンベンション協会収支決算について 

 

○ 提案の理由 

  （一社）宇都宮観光コンベンション協会定款第４１条第３号から第５号の規定に基づ

き審議いただくもの 
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１．収支計算書 （令和４年４月１日～令和５年３月３１日） 

（単位：円） 

款 項 目 当初予算額 補正予算額 計

会費収入 7,150,000 0 7,150,000 6,800,000 △ 350,000

会費収入 7,150,000 0 7,150,000 6,800,000 △ 350,000

会費収入 7,150,000 0 7,150,000 6,800,000 △ 350,000

事業収入 1,316,000 0 1,316,000 964,948 △ 351,052

事業収入 1,316,000 0 1,316,000 964,948 △ 351,052

観光案内所収入 610,000 0 610,000 543,300 △ 66,700

観光事業収入 706,000 0 706,000 421,648 △ 284,352

補助金収入 101,174,000 19,568,000 120,742,000 120,742,000 0

補助金収入 101,174,000 19,568,000 120,742,000 120,742,000 0

市補助金収入 101,174,000 19,568,000 120,742,000 120,742,000 0

負担金収入 10,751,000 0 10,751,000 10,961,863 210,863

市負担金収入 9,087,000 0 9,087,000 9,087,000 0

市観光案内所負担金収入 9,087,000 0 9,087,000 9,087,000 0

その他市負担金収入 0 0 0 0 0

関係団体負担金収入 1,120,000 0 1,120,000 1,120,000 0

関係団体負担金収入 1,120,000 0 1,120,000 1,120,000 0

その他負担金収入 544,000 0 544,000 754,863 210,863

その他負担金収入 544,000 0 544,000 754,863 210,863

繰越金収入 324,000 0 324,000 324,050 50

繰越金収入 324,000 0 324,000 324,050 50

前年度繰越金収入 324,000 0 324,000 324,050 50

繰入金収入 0 0 0 0 0

繰入金収入 0 0 0 0 0

基金繰入金収入 0 0 0 0 0

雑収入 3,000 0 3,000 12,218 9,218

雑収入 3,000 0 3,000 12,218 9,218

積立金基金利子収入 1,000 0 1,000 17 △ 983

受取利息収入 1,000 0 1,000 201 △ 799

雑収入 1,000 0 1,000 12,000 11,000

120,718,000 19,568,000 140,286,000 139,805,079 △ 480,921

収　　　入

科　　　目

計

予算現額
収入済額 比較増減
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（単位：円） 

 
 

 

○ 収支決算額 

 

※ 差引残高 9,866,188 円については，宇都宮市へ戻入します。 

 

 

款 項 目 事業 当初予算額 補正予算額 計

事 業 費 62,215,000 4,228,000 66,443,000 53,921,929 △ 12,521,071

18,828,000 3,000,000 21,828,000 19,235,064 △ 2,592,936

15,409,000 0 15,409,000 14,172,381 △ 1,236,619

観光情報発信事業費 9,147,000 0 9,147,000 8,533,745 △ 613,255

観光プロモーション・セールス事業費 683,000 0 683,000 765,466 82,466

おもてなし推進事業費 300,000 0 300,000 300,000 0

訪日外国人集客事業費 5,279,000 0 5,279,000 4,573,170 △ 705,830

3,419,000 3,000,000 6,419,000 5,062,683 △ 1,356,317

外客誘致ｲﾍﾞﾝﾄ支援事業費 2,576,000 3,000,000 5,576,000 4,509,990 △ 1,066,010

地域魅力発見事業費 843,000 0 843,000 552,693 △ 290,307

9,087,000 0 9,087,000 8,808,328 △ 278,672

9,087,000 0 9,087,000 8,808,328 △ 278,672

34,300,000 1,228,000 35,528,000 25,878,537 △ 9,649,463

15,224,000 1,728,700 16,952,700 15,806,729 △ 1,145,971

19,076,000 △ 500,700 18,575,300 10,071,808 △ 8,503,492

管　理 費 58,403,000 15,340,000 73,743,000 69,323,845 △ 4,419,155

58,403,000 15,340,000 73,743,000 69,323,845 △ 4,419,155

58,126,000 15,340,000 73,466,000 69,047,580 △ 4,418,420

277,000 0 277,000 276,265 △ 735

予　備　費 100,000 0 100,000 0 △ 100,000

100,000 0 100,000 0 △ 100,000

予備費 100,000 0 100,000 0 △ 100,000

繰　越　金 0 0 0 6,693,117 6,693,117

0 0 0 6,693,117 6,693,117

繰越金 0 0 0 6,693,117 6,693,117

120,718,000 19,568,000 140,286,000 129,938,891 △ 10,347,109

比較増減

支　　　出

繰越金

各団体加入負担金

予備費

観光誘致事業費

観光推進事業費

観光施設費

支出済額
科　　　目

計

予算現額

市観光案内所運営費

コンベンション事業費

コンベンション誘致事業費

コンベンション開催支援事業費

管理運営費

管理費

観光事業費

収入済額 139,805,079 円 

支出済額 129,938,891 円 

差引残高 9,866,188 円 
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２．貸借対照表 （令和５年３月３１日現在） 

（単位：円） 

 

 

 

 

 

 

 

科                    目 当年度 前年度 増   減

Ⅰ  資産の部

１  流動資産

現金預金

普通預金 44,125,195 0 44,125,195

未収金 195,568 0 195,568

前払金 12,224,483 0 12,224,483

流動資産合計 56,545,246 0 56,545,246

２  固定資産

(２)特定資産

退職給付引当資産 2,416,230 0 2,416,230

特定事業積立金 4,442,333 0 4,442,333

特定資産合計 6,858,563 0 6,858,563

(３)その他の固定資産

車両運搬具 232,166 0 232,166

什器備品 972,620 0 972,620

その他の固定資産合計 1,204,786 0 1,204,786

固定資産合計 8,063,349 0 8,063,349

資  産  合  計 64,608,595 0 64,608,595

Ⅱ  負債の部

１  流動負債

未払金 37,235,045 0 37,235,045

預り金 51,136 0 51,136

流動負債合計 37,286,181 0 37,286,181

２  固定負債

退職給付引当金 786,641 0 786,641

固定負債合計 786,641 0 786,641

負  債  合  計 38,072,822 0 38,072,822

Ⅲ  正味財産の部

１  一般正味財産 26,535,773 0 26,535,773

正味財産合計 26,535,773 0 26,535,773

負債及び正味財産合計 64,608,595 0 64,608,595
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３．損益計算書（正味財産増減計算書）（令和４年４月１日～令和５年３月３１日） 

（単位：円） 
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４．財産目録 （令和５年３月３１日現在） 

（単位：円） 
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５．基本財産及び特定財産の明細 

（単位：円） 

特定資産  前期末残高 当期増加額 当期減少額 期末帳簿価額 

 退職給付引当資産 - 2,416,230 0 2,416,230 

 特定事業積立金 - 4,442,333 0 4,442,333 

 特定資産計 - 6,858,563 0 6,858,563 
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報告事項２ 

 令和５年度（一社）宇都宮観光コンベンション協会事業計画について 

 

○ 提案の理由 

  （一社）宇都宮観光コンベンション協会定款第４０条第１項の規定に基づき報告する

もの 

 

令和５年度（２０２３年度）事業計画 

 

 

Ⅰ 事業運営方針 

 国内で新型コロナウイルス感染症が流行してから３年が経ち，その間，本市の

観光入込客数は，コロナ禍前の令和元年比で約５割まで大きく減少しましたが，

市や会員の皆様と連携しながら，感染防止対策の徹底を図りつつ，観光需要喚起

策等を切れ目なく展開してきたことにより，令和４年度は約７割まで回復しまし

た。 
 

※R1：14,768 千人→R2：7,472 千人→R3：8,944 千人→R4：10,787 千人 

 

このような中，国におきまして，本年５月８日から新型コロナウイルスの感染

症法上の位置付けを季節性インフルエンザと同様の「５類」としたことから，ア

フターコロナを見据えた経済活動が一段と活性化することが予測され，観光需要

の本格的回復への期待が高まっております。 

 

また，本市におきましても，本年８月には，全国的に高い注目を集めているＬ

ＲＴの開業が予定されており，この開通は，本市の機能や魅力を更に高め，人や

モノの交流を促進することが期待されています。 

 

このため，当協会におきましては，こうした観光需要回復への追い風を最大限

活かすことができるよう，市と密接に連携を図りながら，地域経済を支える観光

の本格的な回復に向けた誘客促進や，地域への経済波及効果が高いＭＩＣＥ誘致

に取り組み，宇都宮市の観光とコンベンションの振興を通した交流人口の拡大と

地域経済の活性化に寄与してまいります。 

 

令和５年度（２０２３年度）については， 

 ① 情報発信の充実 

② 観光誘客の促進 

③ ＭＩＣＥ誘致の強化 

 を軸として，事業運営にあたります。 
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①の「情報発信の充実」については，「旅マエ」における観光客の主要な情報収 

集源となっているホームページやＳＮＳを活用した本市の魅力や観光情報のタイ

ムリーな発信に努めるとともに，「旅ナカ」での市内周遊の促進に資する「観光デジ

タルマップ」の掲載情報を充実させるなど，来訪者ニーズに対応した情報発信に取

り組みます。 

 

 

②の「観光誘客の促進」については，新たに旅行業法における旅行業を取得する

などして，本市ならではの観光資源を活かした旅行商品を造成し，着地型観光にお

ける誘客促進に取り組むとともに，インバウンド観光需要の回復を踏まえ，コロナ

禍前に本市への来訪者が特に多かった「アジア圏」や海外旅行会社等に対して，多

様なコンテンツを活用した戦略的かつ効果的なプロモーションを推進します。 

 

 

 ③の「ＭＩＣＥ誘致の強化」については，ＭＩＣＥ戦略に掲げる誘致ターゲット

となる首都圏や東北圏等へのセールス活動に加え，県外自治体等と連携した合同商

談会を開催するとともに，国際会議の開催誘致に向けたキーパーソンの招聘やＭＩ

ＣＥ開催都市としてのブランディングを推進するほか，市や産業団体，大学等で構

成する「宇都宮ＭＩＣＥネットワーク」と連携して，オール宇都宮によるＭＩＣＥ

受入れの機運醸成に取り組みます。 

また，「ＭＩＣＥ開催への支援」として，ＪＲ宇都宮駅構内への「歓迎看板の設置」

や「開催支援補助金の交付」，「アフターコンベンションの企画・手配」など，ＭＩ

ＣＥ開催に係る主催者ニーズに応えるサポート内容の充実に取り組みます。 

 

 

 さらに，こうした取組を推進していく中で，当協会は中核的観光振興組織として，

本市への更なる観光誘客とＭＩＣＥ誘致の強化を図るため，多くの観光客が訪れ，

会議やレセプション会場となるホテル等に近接する「うつのみや表参道スクエア」

に事務所を移転し，これまで以上に柔軟かつ機動的に観光並びにＭＩＣＥ振興の取

り組みを推進していきます。 
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Ⅱ 事業内容 

観光事業                       ２４，７０６千円 

 

【観光誘致事業】（１９，２２４千円） 

１ 観光情報発信事業                  ９，９５９千円 

   ① 観光目的別リーフレット（餃子，ジャズ，カクテル等）の作成・配布 

   ② 機関紙（Ｕメール）の発行，メールマガジンの配信 

   ③ 観光ポスターの作成 

   ④ 公式ホームページ等の運営 

   ⑤ 観光デジタルマップの充実【拡充】 

 

 

 

 

 

２ 観光プロモーション・セールス事業          １，６４１千円 

   ① 観光キャラバン，商談会等における観光プロモーションの実施 

   ② 観光プロモーション素材の作成  

      ③ 旅行商品の造成【新規】 

 

 

 

 

３ おもてなし推進事業                   ３００千円 

   〇 おもてなし推進事業の実施（宇都宮市おもてなし推進委員会事業） 

    ・ おもてなしの普及啓発（おもてなし講演会，出前講座等の実施） 

    ・ 観光ボランティアの育成 

 

４ 訪日外国人集客事業                 ７，３２４千円 

① インバウンド対応マップ（英・中・韓）の作成・配布 

   ② 外国語ポータルサイトの運営 

   ③ インバウンド観光需要の回復を見据えたプロモーションの推進 

    ・ 海外旅行会社等に向けたプロモーションの実施 

 

 

 

 

→外国人富裕層向け旅行会社等に対して，本市固有の食や自然，歴史・文化等

をテーマとする体験型コンテンツを活用したプロモーションを実施する。 

→「観光デジタルマップ」の登録数を３００スポットから５００スポットに拡

充し，観光客等が興味・関心の高い飲食店や施設等の掲載情報を充実させる

ことで，同マップの利便性向上を図り，周遊観光を促進する。 

→地域限定旅行業を取得し，本市ならではの観光資源を活かしたロイヤリティ

の高い旅行商品を造成することで，着地型観光における誘客促進を図る。 
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    ・アジア圏等に向けたプロモーションの実施【新規】 

 

 

 

 

 

 

【観光推進事業】（５，４８２千円） 

１ 外客誘致イベント支援事業              ４，８４７千円 

   ① 観光イベントへの支援 

   ② 観光関係団体への支援 

 

２ 地域魅力発見事業                    ６３５千円 

   ① 宇都宮フィルムコミッション事業の推進 

② 宇都宮観光フォトコンテストの実施 

   ③ 御宿場印プロジェクトの推進 

 

 

観光施設事業                      ８，９０３千円 

 

１ 市観光案内所運営                  ８，９０３千円 

   〇 ＪＲ駅構内案内所の運営及び維持管理 

・ 民間事業者等と連携した「二次交通」の促進 

    ・ 関係団体等と連携した「観光商品」の販売 

 

 

コンベンション事業                  ４５，４０７千円 

 

１ コンベンション誘致事業              ２０，７４１千円 

① ＭＩＣＥ誘致の強化 

    ・ 首都圏や東北圏等への誘致セールスの実施【拡充】 

 

 

 

 

    

 

→本市への来訪者が特に多い「アジア圏（中国・台湾）」に加え，中長期的に増

加が期待される国のビジットジャパン事業の対象市場国（インド等）にも目

を向けて，訪日外国人旅行者の観光情報源として最も高いＳＮＳを活用した

プロモーションを実施する。 

→宇都宮市ＭＩＣＥ戦略に掲げる誘致ターゲットとなる首都圏や東北圏等の主

催団体に対するセールス活動のほか，新たに県外他自治体等と連携した合同

商談会（開催地を検討している主催者やＰＣＯを招いた商談会）を開催し，

ＭＩＣＥセールス機会の拡大を図り，本市での開催誘致につなげる。 
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・ 国際会議の開催に向けた有効な誘致手法の確立【新規】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

・ ＭＩＣＥ開催地としての魅力の創出【新規】 

 

 

 

 
 
    

・ キーパーソンの招聘 

 

 

 

 

 

  

・ セミナー・シンポジウムの開催 

 

 

 

 
 

    ・ ＭＩＣＥ誘致活動支援補助金の創設【新規】 

 

 

 

 

 

 

→ＭＩＣＥ関連のセミナー・シンポジウムを通じて，ＭＩＣＥ開催の意義・ 効

果を関係事業者や市民等に広く発信することで，地域におけるＭＩＣＥ開催

の理解を得ながら，機運の醸成を図る。 

 

→将来的な本市での国際会議の開催誘致に向けて，宇都宮市ＭＩＣＥ戦略に掲

げる重点分野を中心に，本市で獲得が目指せる国際会議のターゲティングや

会議の開催地決定のプロセス等の調査研究を基に，有効な誘致手法を確立す

る。 

「医学」，「製造業（機械器具・食品）」，「ＬＲＴ関連産業」，「環境・エネ

ルギー」，「生産性向上（スマート農業等）」，「次世代モビリティ（航空宇

宙・ロボット・自動車・情報通信）」，「ＳＤＧｓ」，「地域資源（スポー

ツ・大谷関連・アーバンスポーツ等）」 

○ 重点分野  

→宇都宮ＭＩＣＥ戦略に掲げる重点分野ごとに，本市でＭＩＣＥを開催するス

トーリー（目的，意義）や体験プラン等を造成し，ＭＩＣＥ開催地としての

ブランディングを推進する。 

→開催地決定に大きな影響力を持つ主催団体の役員やミーティングプランナー

等を対象としたファムツアー（招待旅行）を実施し，施設見学やユニークベ

ニュー等（歴史的建造物でのレセプション等）を実際に体験してもらうこと

で，本市での催事開催につなげる。 

→宇都宮市内の企業，団体，大学等の民間主体のＭＩＣＥ誘致を促進するため，

誘致活動に要する交通費や宿泊費の一部助成する支援制度を創設する。 
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２ コンベンション開催支援事業            ２４，６６６千円 

① 主催者への開催支援 

 ア コンベンション開催支援補助金の交付【拡充】 

 

 

 

 

イ 開催準備時の支援 

（会場選択サポート，コンベンション関連業者紹介） 

 ウ 開催時の支援 

・ 参加者歓迎サポート（歓迎看板の無料設置など） 

・ 開催・運営サポート（土産品販売コーナーの設置など） 

② アフターコンベンションのサポート 

  観光パンフレットの提供，エクスカーション等の企画・手配など 

 

 

協会管理                       ７４，６２８千円 

 

１ 管理運営                        ７４，６２８千円 

   協会運営に必要な管理運営経費（職員人件費や共益費等含む。） 

 

 

Ⅲ その他 

〇 観光関係団体等との連携強化 

   ・ 宇都宮観光推進委員会の運営（当協会が事務局を担当） 

  ・ 宇都宮ＭＩＣＥネットワークの運営（   〃   ） 

 

〇 協会組織の基盤強化 

   ・ 協会職員の人材育成 

   ・ 自主財源の確保 

   ・ 事務所の移転 ※令和４年度予算繰り越し 

 

 

 

 

 

 

→本市でのＭＩＣＥ開催を促進するため，国際・国内会議の開催支援に加えて，

多様な開催スタイルに対応した制度設計を行い，新たな支援制度の創設に取

り組む。 
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報告事項３ 

 令和５年度（一社）宇都宮観光コンベンション協会収支予算について 

 

○ 提案の理由 

  （一社）宇都宮観光コンベンション協会定款第４０条第１項の規定に基づき報告する

もの 
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令和５年度 収支予算 

（令和５年４月１日～令和６年３月３１日） 

（単位:千円） 

 

 

 

 

款 項 節

会費収入 7,260 7,150 110

会費収入 7,260 7,150 110

会費収入 7,260 7,150 110

事業収入 1,556 1,316 240

事業収入 1,556 1,316 240

観光案内所収入 610 610 0

観光事業収入 946 706 240

補助金収入 128,071 101,178 26,893

補助金収入 128,071 101,178 26,893

市補助金収入 128,071 101,178 26,893

負担金収入 10,161 10,749 △ 588

市負担金収入 8,903 9,087 △ 184

市観光案内所負担金収入 8,903 9,087 △ 184

関係団体負担金収入 1,120 1,120 0

関係団体負担金収入 1,120 1,120 0

その他負担金収入 138 542 △ 404

その他負担金収入 138 542 △ 404

繰越金収入 6,694 223 6,471

繰越金収入 6,694 223 6,471

前年度繰越金収入 6,694 223 6,471

繰入金収入 0 0 0

繰入金収入 0 0 0

基金繰入金収入 0 0 0

雑収入 2 3 △ 1

雑収入 2 3 △ 1

積立金基金利子収入 0 1 △ 1

受取利息収入 1 1 0

雑収入 1 1 0

153,744 120,619 33,125計

収　　　　　入

科　　　　　目 本年度
予算額

前年度
当初予算額

比較増減
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（単位:千円） 

 

 

 

款 項 目 事業

事 業 費 79,016 62,218 16,798

24,706 18,828 5,878

19,224 15,409 3,815

観光情報発信事業費 9,959 9,147 812

観光プロモーション・セールス事業費 1,641 683 958

おもてなし推進事業費 300 300 0

訪日外国人集客事業費 7,324 5,279 2,045

5,482 3,419 2,063

外客誘致ｲﾍﾞﾝﾄ支援事業費 4,847 2,576 2,271

地域魅力発見事業費 635 843 △ 208

広域観光連携推進事業費 0 0 0

8,903 9,087 △ 184

8,903 9,087 △ 184

45,407 34,303 11,104

20,741 15,227 5,514

24,666 19,076 5,590

管　理 費 74,628 58,301 16,327

74,628 58,301 16,327

74,363 58,024 16,339

265 277 △ 12

予　備　費 100 100 0

100 100 0

予備費 100 100 0

153,744 120,619 33,125

観光事業費

観光誘致事業費

計

観光推進事業費

観光施設費

市観光案内所運営費

コンベンション事業費

コンベンション誘致事業費

コンベンション開催支援事業費

管理運営費

管理費

各団体加入負担金

予備費

支　　　　　出

科　　　　　目 本年度
予算額

前年度
当初予算額

比較増減
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議案第２号 

 （一社）宇都宮観光コンベンション協会役員の選任について 

 

○ 提案の理由 

  （一社）宇都宮観光コンベンション協会定款第２６条第１項に定める任期満了前の理

事の辞任に伴い，その後任となる役員の選任について，定款第２３条第１項の基づき，

総会の承認を得る必要があることから審議いただくもの 

 

１ 役員候補者 

 ⑴ 理事候補者 

就任（後任者） 辞任（前任者） 

篠﨑 圭一 舟本 肇 

宇都宮市議会 副議長 宇都宮市議会 副議長 

荒井 勝 濱田 隆也 

宇都宮タクシー協議会 会長 宇都宮タクシー協議会 会長 

 

 

 

 

 

 

 

２ 役員任期 

  後任者の任期は，定款第２６条第２項に定める前任者の任期が満了する時までとし，  

「総会の承認日から令和６年度の通常総会の終結の時まで」とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（役員の選任） 

第２３条 理事及び監事は，総会の決議によって選任する。ただし，総会で必

要と認めたときは，会員以外から理事及び監事を選任することができる。 

（役員の任期） 

第２６条 理事及び監事の任期は，選任後２年以内に終了する事業年度のうち

最終のものに関する通常総会の終結の時までとする。 

２ 前項の規定にかかわらず，任期の満了前に退任した理事又は監事の補欠と

して選任された理事又は監事の任期は，前任者の任期の終了する時までとす

る。 
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資  料 
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１．（一社）宇都宮観光コンベンション協会定款 

 

一般社団法人宇都宮観光コンベンション協会 定款 

 

第 1 章 総則 

 

（名称） 

第 1 条 この法人は、一般社団法人宇都宮観光コンベンション協会（英文名 UTSUNOMIYA 

CONVENTION & VISITORS BUREAU 略称 UCVB）と称する。 

 

（事務所） 

第２条 この法人は、主たる事務所を栃木県宇都宮市に置く。 

 

（目的） 

第３条 この法人は、宇都宮市及び栃木県内に有する自然環境及び文化的、社会的、経済的特

性を活かし、観光とＭＩＣＥの振興を図り、地域の総合的な発展を図る中核的観光振興組織

として、交流人口の拡大と地域経済の活性化に寄与することを目的とする。 

 

（事業） 

第４条 この法人は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

 ⑴ 観光客の誘致及び受入 

 ⑵ ＭＩＣＥの誘致及び開催支援 

 ⑶ 観光イベントの実施及び支援 

 ⑷ 観光・ＭＩＣＥ都市宇都宮の広報・宣伝 

 ⑸ 観光及びＭＩＣＥの調査、企画及び開発 

 ⑹ 観光及びＭＩＣＥに関する情報の収集及び提供 

 ⑺ 観光及びＭＩＣＥに関する関係事業者等との連携 

 ⑻ 観光及びＭＩＣＥに関わる人材の育成及び啓発 

 ⑼ おもてなし事業の推進 

 ⑽ フィルムコミッション事業の推進 

 ⑾ 宇都宮市観光案内所の運営 

 ⑿ 旅行業法に基づく旅行業 

 ⒀ その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

第２章 会員 

 

（種別） 

第５条 この法人の会員は次の２種とし、正会員をもって一般社団法人及び一般財団法人に関

する法律（以下「一般法人法」という。）上の社員とする。 
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 ⑴ 正会員  この法人の目的に賛同して入会した個人又は団体 

 ⑵ 賛助会員 この法人の事業を賛助するために入会した個人又は団体 

 

（入会） 

第６条 この法人の会員になろうとする者は、入会申込書により申込みをし、会長の承認を得

なければならない。 

２ 会長は、総会で別に定める基準により、入会の可否を決定し、本人に通知するものとする。 

３ 団体たる会員にあっては、団体の代表者としてこの法人に対してその権利を行使する者（１

名に限る。以下「指定代表者」という。）を定め、会長に届け出なければならない。 

４ 指定代表者を変更した場合は、速やかに変更届を会長に提出しなければならない。 

 

（会費） 

第７条 会員は、総会終了後定められた期日までに、毎年度総会で定める額の会費を納入しな

ければならない。ただし、新規加入の場合は、入会と同時に納入するものとする。 

２ 既納の会費は、返納しないものとする。 

 

（退会） 

第８条 会員は、退会届を会長に提出することにより、任意にいつでも退会することができる。 

 

（除名） 

第９条 会員が次の各号のいずれかに該当するに至ったときは、総会の決議によって当該会員

を除名することができる。 

 ⑴ この定款その他の規則に違反したとき 

 ⑵ この法人の名誉を毀損し又は目的に反する行為をしたとき 

 ⑶ その他除名すべき正当な事由があるとき 

２ 前項の規定により会員を除名しようとするときは、当該総会の日の１週間前までに当該会

員に通知し、かつ総会で弁明の機会を与えなければならない。 

３ 会長は、会員を除名したときは、除名した会員に対しその旨を通知しなければならな 

い。 

 

（会員の資格喪失） 

第１０条 前２条の場合のほか、会員は次の各号のいずれかに該当するに至ったときは、その

資格を喪失する。 

⑴ 会費の納入が継続して２年以上なされなかったとき 

 ⑵ 総会員が同意したとき 

⑶ 当該会員が死亡、又は解散したとき 

 ⑷ この法人が解散したとき 

 

（権利の喪失） 
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第１１条 前３条に該当する者は、会員としての一切の権利を失い、既に納入した会費その他

この法人の資産に対して、何等の請求をすることができない。 

 

第３章 総会 

 

（種類） 

第１２条 この法人の総会は、通常総会及び臨時総会とする。 

 

（構成） 

第１３条 総会は、正会員をもって構成する。 

２ 前項の総会をもって、一般法人法上の社員総会とする。 

 

（権限） 

第１４条 総会は、次の事項について決議する。 

⑴ 入会の基準及び会費の額 

⑵ 会員の除名 

⑶ 理事及び監事の選任又は解任 

⑷ 理事及び監事の報酬等の額 

⑸ 貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）並びにこれらの附属明細書の承  

 認 

⑹ 定款の変更 

⑺ 解散及び残余財産の処分 

⑻ その他総会で決議するものとして法令又は定款に定められた事項 

 

（開催） 

第１５条 通常総会は、一般法人法上の定時社員総会とし、毎事業年度終了後３か月以内に開

催する。 

２ 臨時総会は、次の各号のいずれかに該当する場合に開催する。 

 ⑴ 理事会が必要と認め招集の請求をしたとき 

 ⑵ 総正会員の議決権の３分の１以上の議決権を有する正会員から会議の目的である事 

項及び招集の理由を記載した書面により招集の請求があったとき 

 

（招集） 

第１６条 総会は、理事会の決議に基づき会長が招集する。 

２ 会長は、前条第２項の規定による請求があったときは、その日から６週間以内に臨時 

総会を招集しなければならない。 

３ 総会を招集するときは、開催日の２週間前までに招集通知を発しなければならない。 

 

（議長） 
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第１７条 総会の議長は、会長がこれに当たる。 

 

（議決権） 

第１８条 総会における議決権は、正会員１名につき１個とする。 

 

（決議） 

第１９条 総会の決議は、総正会員の議決権の過半数を有する正会員が出席し、出席した 

当該正会員の議決権の過半数をもって決し、可否同数のときは議長の決するところによ 

る。 

２ 前項の規定にかかわらず、次の決議は、総正会員の議決権の過半数を有する正会員が 

出席し、出席した当該正会員の議決権３分の２以上に当たる多数をもって行う。 

 ⑴ 会員の除名 

 ⑵ 監事の解任 

 ⑶ 定款の変更 

 ⑷ 解散 

 ⑸ その他法令で定められた事項 

 

（書面議決等） 

第２０条 総会に出席することができない正会員は、予め通知された事項について書面を 

もって議決権を行使し、又は他の正会員を代理人として議決権の行使を委任することが 

できる。この場合において、前条の規定の適用については、その正会員は総会に出席し 

たものとみなす。 

 

（議事録） 

第２１条 総会の議事については、法令で定めるところにより、議事録を作成する。 

２ 議長及び総会において選任された議事録署名人２名以上は、前項の議事録に記名押印する。 

 

第４章 役員等 

 

（種類及び定数） 

第２２条 この法人に、次の役員を置く。 

 ⑴ 理事 ３名以上３０名以内 

 ⑵ 監事 ２名以内 

２ 理事のうち会長を１名，副会長を３名以内、常務理事を３名以内とする。 

３ 前項の会長をもって、一般法人法上の代表理事とする。 

４ 第２項の常務理事のうち常勤の理事をもって、一般法人法上の業務執行理事とする。 

 

（役員の選任） 

第２３条 理事及び監事は、総会の決議によって選任する。 
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ただし、総会で必要と認めたときは、会員以外から理事及び監事を選任することができる。 

２ 会長、副会長及び常務理事は、理事会の決議によって理事の中から選任する。 

３ 理事のうち、理事のいずれかの１名とその配偶者又は３親等内の親族その他法人税法及び

関係法令で定める特別の関係にある者の合計数は、理事総数の３分の１を超えてはならない。

監事についても同様とする。 

４ 監事は、この法人の理事又は使用人を兼ねることができない。 

 

（理事の職務及び権限） 

第２４条 理事は理事会を構成し、法令及びこの定款に定めるところにより、職務を執行する。 

２ 会長は、法令及びこの定款で定めるところにより、この法人を代表し、その業務を総理す

る。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、会長があらか

じめ指名した順序に従い、その職務を代行する。  

４ 常務理事は、会長及び副会長を補佐し、この法人の常務を掌理する。 

５ 会長及び常勤の理事は、毎事業年度に４か月を超える間隔で２回以上、自己の職務の執行

状況を理事会に報告しなければならない。 

 

（監事の職務及び権限） 

第２５条 監事は、理事の職務の執行を監査し、法令の定めるところにより、監査報告を作成

する。 

２ 監事は、いつでも、理事及び使用人に対して事業の報告を求め、この法人の業務及び財産

の状況の調査をすることができる。 

 

（役員の任期） 

第２６条 理事及び監事の任期は、選任後２年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関

する通常総会の終結の時までとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、任期の満了前に退任した理事又は監事の補欠として選任された

理事又は監事の任期は、前任者の任期の満了する時までとする。 

３ 理事又は監事については，再任を妨げない。 

４ 理事又は監事が第２２条に定める定数に足りなくなるとき又は欠けたときは、任期の満了

又は辞任により退任した後も、それぞれ新たに選任された理事又は監事が就任するまで、な

お理事又は監事としての権利義務を有する。 

 

（役員の解任） 

第２７条 役員は、総会の決議によって解任することができる。 

 

（役員の報酬等） 

第２８条 役員は、無報酬とする。ただし、常勤の理事に対しては、総会において別に定める

報酬等に関する規程に従って支給することができる。 
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（損害賠償責任の免除） 

第２９条 この法人は、一般法人法第１１４条第１項の規定により、任務を怠ったことによる

理事又は監事（理事又は監事であった者を含む。）の損害賠償責任は、法令に規定する額を限

度として、理事会の決議により、免除することができる。 

２ この法人は、一般法人法第１１５条第１項の規定により、理事又は監事との間で、任務を

怠ったことによる損害賠償責任を限定する契約を締結することができる。 

ただし、当該契約に基づく責任の限度は、同法第１１３条で定める最低責任限度額とする。 

 

（名誉会長及び顧問） 

第３０条 この法人に、名誉会長及び顧問若干名を置くことができる。 

２ 名誉会長及び顧問は、理事会の推薦により会長が委嘱する。 

３ 名誉会長及び顧問は、会長の諮問に応じて意見を述べることができる。 

 

第５章 理事会 

 

（構成） 

第３１条 この法人に理事会を置く。 

２ 理事会は、すべての理事をもって構成する。 

 

（権限） 

第３２条 理事会は、次の職務を行う。 

 ⑴ この法人の業務執行の決定 

 ⑵ 理事の職務の執行の監督 

 ⑶ 会長、副会長及び常務理事の選定及び解職 

 ⑷ その他会長が必要と認めた事項 

 

（招集） 

第３３条 理事会は、会長が招集する。 

 

（議長） 

第３４条 理事会の議長は、会長がこれに当たる。 

 

（決議） 

第３５条 理事会の決議は、決議について特別の利害関係を有する理事を除く理事の過半数が

出席し、その過半数をもって行う。 

２ 前項の規定にかかわらず、一般法人法第９６条の要件を満たしたときは、理事会の決議が

あったものとみなす。 

（議事録） 
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第３６条 理事会の議事については、法令の定めるところにより、議事録を作成する。 

２ 出席した会長及び監事は、前項の議事録に署名又は記名押印する。 

 

 第６章 専門委員会及び部会 

 

（専門委員会） 

第３７条 会長は、この法人の事業の円滑な運営を図るために必要と認めるときは、理事会の

議決を得て専門委員会を置くことができる。 

２ 専門委員は、理事会の同意を得て、役員、正会員及び賛助会員の中から会長が委嘱する。

ただし、必要がある場合は、学識経験のある者の中から会長がこれを委嘱することができる。 

３ 専門委員会に関する必要な事項は、理事会の議決を得て、会長が別に定める。 

 

（部会） 

第３８条 会長は、会員相互の連携の強化及び事業の拡充を図るために必要と認めるときは、

部会を置くことができる。 

２ 部会の運営に関する必要な事項は、会長が別に定める。 

 

 第７章 財産及び会計 

 

（事業年度） 

第３９条 この法人の事業年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 

（事業計画及び収支予算） 

第４０条 この法人の事業計画及び収支予算については、会長が作成し、理事会の承認を受け

なければならない。これを変更する場合も同様とする。 

２ 前項の書類については、主たる事務所に当該事業年度が終了するまでの間、備え置くもの

とする。 

 

（事業報告及び決算） 

第４１条 この法人の事業報告及び決算については、毎事業年度終了後、会長が次の書類を作

成し、監事の監査を受け、理事会の承認を経て通常総会に提出し、第１号及び第２号の書類

についてはその内容を報告し、第３号から第５号までの書類については承認を受けなければ

ならない。 

 ⑴ 事業報告 

 ⑵ 事業報告の附属明細書 

 ⑶ 賃借対照表 

 ⑷ 損益計算書（正味財産増減計算書） 

 ⑸ 賃借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）の附属明細書 

２ 前項の書類のほか、監査報告を主たる事務所に５年間備え置くものとする。 
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３ 定款及び会員名簿を主たる事務所に備え置くものとする。 

４ 賃借対照表は、通常総会の終結後遅延なく、公告しなければならない。 

 

（剰余金の不分配） 

第４２条 この法人は、剰余金の分配を行わない。 

 

 第８章 定款の変更及び解散 

 

（定款の変更） 

第４３条 この定款は、総会の決議によって変更することができる。 

 

（解散） 

第４４条 この法人は、総会の決議その他法令で定められた事由により解散する。 

 

（残余財産の帰属） 

第４５条 この法人が精算をする場合において有する残余財産は、総会の決議を経て、公益社

団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第５条第１７号に掲げる法人又は国若しくは

地方公共団体に贈与するものとする。 

 

 第９章 公告の方法 

 

（公告） 

第４６条 この法人の公告は、電子公告による方法により行う。 

 

 第１０章 事務局 

 

（設置等） 

第４７条 この法人の事務を処理するため、事務局を設置し、事務局長及び所要の職員を 

置く。 

２ 事務局長は、会長が理事会の承認を得て任免する。 

３ 職員は、会長が任免する。 

４ 事務局の運営に関する事項は、理事会の議決を経て、会長が別に定める。 

 

第１１章 附則  

 

（最初の事業年度） 

第４８条 この法人の最初の事業年度は、この法人設立の日から令和５年３月３１日まで 

とする。  

（設立時理事及び監事）  
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第４９条 この法人の設立時理事、設立時代表理事及び設立時監事は次のとおりとする。 

設立時理事   藤井昌一 酒井典久 福田治雄 吉田元 小関裕之 笹野賢治  

鈴木孝美 岡本芳明 北上和博 中村英二 関本純一  

濱田隆也 齋藤高藏 阿部憓  石下光良 檜山昌彦  

岸本卓也 鈴木峰雄 黒内和男 小林博文 永吉準  

清水和幸 黒本淳之介 池羽満 三代浩嗣  

設立時代表理事 藤井昌一  

設立時監事   鎌田秀一 今井キヨ 

 

（設立時社員の氏名、住所）  

第５０条 この法人の設立時社員の氏名、住所は次のとおりである。  

住所 栃木県宇都宮市桜４丁目２０番３号 

氏名 藤井昌一 

住所 栃木県宇都宮市泉町１番２２号 

氏名 福田治雄 

 

（法令の準拠）  

第５１条 この定款に定めのない事項は、すべて一般法人法その他法令に従う。 

 

 以上、一般社団法人宇都宮観光コンベンション協会設立のため、この定款を作成し、設立時

社員が次に記名押印する。 

  

令和４年３月２５日 

            

設立時社員  藤井昌一 

            

設立時社員  福田治雄 
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２．（一社）宇都宮観光コンベンション協会役員名簿  （令和５年５月１９日現在） 

役員名 団 体 ・ 役 職 名 氏  名 

名誉会長 宇都宮市長 佐藤 栄一 

顧問 公益社団法人栃木県観光物産協会 会長 荻原 正寿 

〃 宇都宮市議会 議長 熊本 和夫 

会 長 宇都宮商工会議所 会頭 藤井 昌一 

副会長 宇都宮市 副市長 酒井 典久 

〃 宇都宮ホテル旅館協同組合 理事長 福田 治雄 

〃 関東自動車㈱ 代表取締役社長 吉田 元 

常務理事 宇都宮商工会議所 常務理事 小関 裕之 

〃 宇都宮市 経済部長 鈴木 信夫 

〃 （一社）宇都宮観光コンベンション協会 常務理事 鈴木 孝美 

理 事 宇都宮市議会 副議長 舟本 肇 

〃 ㈱JTB 宇都宮支店 支店長 鹿野 英克 

〃 近畿日本ﾂｰﾘｽﾄ㈱ 宇都宮支店 支店長 中村 英二 

〃 東日本旅客鉄道㈱宇都宮駅 駅長 関本 純一 

〃 宇都宮タクシー協議会 会長 濱田 隆也 

〃 宇都宮市商店街連盟 会長 齋藤 高藏 

〃 宇都宮二荒山神社 宮司 阿部 憓 

〃 大谷石材協同組合 理事長 石下 光良 

〃 宇都宮市観光土産品協会 理事長 檜山 昌彦 

〃 ㈱下野新聞社 代表取締役会長 岸本 卓也 

〃 ㈱エフエム栃木 代表取締役社長 鈴木 峰雄 

〃 ㈱とちぎテレビ 代表取締役社長 須藤 揮一郎 

〃 東日本電信電話㈱栃木支店 栃木支店長 小林 博文 

〃 公益社団法人 宇都宮青年会議所 理事長 落合 正樹 

〃 宇都宮市経済部次長 篠﨑 泉 

〃 宇都宮市経済部観光交流課長 篠原 永知 

〃 ㈱足利銀行 取締役頭取 清水 和幸 

〃 ㈱栃木銀行 取締役頭取 黒本 淳之介 

監 事 宇都宮市 副市長 東 智徳 

〃 宇都宮商工会議所 女性部会長 今井 キヨ 
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３．（一社）宇都宮観光コンベンション協会会員名簿  （令和５年５月１９日現在） 

No. 名          称 代表者職名 代表者氏名 

1 青源味噌（株） 代表取締役社長 青木  敬信 

2 （株）アオショー 代表取締役 青木  克介 

3 （株）アキモ 代表取締役 秋本  薫 

4 アサヒタクシー（株） 代表取締役 笠原  正人 

5 （有） 朝日屋本店 代表取締役 齋藤  隼人 

6 （株）足利銀行 代表取締役頭取 清水  和幸 

7 アパホテル宇都宮駅前 支配人 川俣  壮 

8 荒牧観光りんご園 園長 荒牧  栄治 

9 アルファクラブ（株） 代表取締役社長 神田  昌毅 

10 （有）石川印刷所 代表取締役 金柿  説生 

11 （有）銀杏うさぎや 代表取締役 檜山  幹枝 

12 イナズマ（株） 代表取締役 福田  祐太 

13 （株）井上総合印刷 代表取締役 井上  加容子 

14 （株）インフォ 代表取締役 渡邊  正浩 

15 （株）ヴォーグ 代表取締役 児玉  たけし 

16 （株）うさぎや商店 代表取締役 檜山  昌彦 

17 宇都宮カクテル倶楽部 代表幹事 武内  博 

18 （株）うつのみや観光 代表取締役 原  賢一 

19 宇都宮ｶﾝﾂﾘｰｸﾗﾌﾞ（（株）宇都宮ｺﾞﾙﾌｸﾗﾌﾞ） 支配人 船越  謙 

20 宇都宮徽章製作所 代表 竹谷  明美 

21 宇都宮牛協会 会長 横松  久夫 

22 （協）宇都宮餃子会 代表理事 平塚  康 

23 宇都宮銀行会 専務理事 齋藤  隆 

24 宇都宮市観光土産品協会 理事長 檜山  昌彦 

25 宇都宮市ゴルフ場支配人会 会長 渡邊  賢次 
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26 宇都宮市商店街連盟 会長 齋藤  高藏 

27 宇都宮ジャズ協会 代表 鈴木  邦乙 

28 宇都宮ステーション開発（株） 代表取締役社長 藤間  勉 

29 宇都宮ステーションホテル 代表取締役 店橋  宏尚 

30 公益社団法人宇都宮青年会議所 理事長 落合  正樹 

31 宇都宮タクシー協議会 会長 濱田  隆也 

32 宇都宮動物園 代表取締役 荒井  賢治 

33 宇都宮東武ホテルグランデ 総支配人 熊井  尚 

34 宇都宮東ホテル（（有）トライ） 代表取締役 北野  栄一 

35 宇都宮二荒山神社 宮司 阿部  憓 

36 宇都宮雷都物語メーカー協議会 会長 齋藤  公則 

37 宇都宮ﾘﾊﾞｰｻｲﾄﾞﾎﾃﾙ（（有）ﾐﾂｶﾜ商事） 代表取締役 海老原  義則 

38 宇都宮ホテル旅館協同組合 理事長 福田  治雄 

39 エクスペリサス(株) 代表取締役 丸山  智義 

40 （株）エスパシオ 代表取締役 高瀬  成男 

41 （株）エフエム栃木 代表取締役社長 鈴木  峰雄 

42 （株）大塚カラー 代表取締役 大塚  康弘 

43 大谷石産業（株）大谷石体験館 代表取締役 鈴木  一矢 

44 大谷ｸﾞﾘｰﾝ･ﾂｰﾘｽﾞﾑ推進協議会 会長 田中  進一 

45 大谷寺 住職 高橋  敬忠 

46 大谷資料館 館長 大久保  恭利 

47 大谷石材協同組合 理事長 石下  光良 

48 （株）お米ひろば 代表取締役 佐藤  直人 

49 カテル（有） 代表取締役 渡邉  博昭 

50 （有）KANEHON 代表取締役 高橋  卓 

51 環境整備（株） 代表取締役 上田  哲也 
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52 （株）ｶﾝﾃﾞｵﾎﾃﾙ･ﾎｽﾋﾟﾀﾘﾃｨ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 代表取締役社長 穂積  輝明 

53 関東自動車（株） 代表取締役社長 吉田  元 

54 関東ツアーサービス（株） 代表取締役社長 吉田  元 

55 北関東観光開発（株）(新宇都宮ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞ) 代表取締役 佐藤  としえ 

56 北関東綜合警備保障（株） 代表取締役社長 青木  靖典 

57 黄ぶな推進協議会 会長 関口  慶介 

58 （株）希望社ｳｨｰｸﾘｰ翔 宇都宮ﾎｽﾃﾙ 代表取締役 川瀬  浩子 

59 キャッスルシティホテル 代表取締役 鈴木  富士夫 

60 京屋茶舗 オーナー 檜山  卓也 

61 （株）kiyoshi berry 代表取締役 吉澤  聖 

62 （株）きらく 代表取締役 坂本  佳子 

63 キリンビール（株）栃木支店 支店長 内濱  嘉英 

64 近畿日本ツーリスト（株）宇都宮支店 支店長 中村  英二 

65 （有）倉谷製帽所 代表取締役 倉谷  昌良 

66 （株）庫や 代表取締役 冨田  智夫 

67 （株）ケイエムシー 代表取締役 仲代  順哉 

68 敬友自動車（株）（RVing JAPAN） 代表取締役 古舘  英朗 

69 （有）K・P・C・C 代表取締役社長 山邊  邁 

70 健康ランド南大門 代表取締役社長 金沢  太竜 

71 （株）五光 代表取締役 木内  久生 

72 護国会館 宮司 稲  寿 

73 税理士法人小林会計 代表社員 小林  恒夫 

74 サイクルスポーツマネージメント（株） 代表取締役社長 柿沼  章 

75 斎藤商事（株）（マスキン） 代表取締役 齋藤  高藏 

76 （株）坂本電柱広告社 代表取締役 坂本  泰崇 

77 サトーカメラ（株） 代表取締役社長 佐藤  千秋 
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78 （株）SANKI 代表取締役 金子  かつゑ 

79 SUNCUL（（株）FBS） 代表取締役 福永  仁 

80 サントリー（株） 関東・甲信越営業本部 関東支社長 百田  喜朗 

81 （有）サン保険事務所 代表取締役 又木  鉄心 

82 ジェイアールバス関東（株）宇都宮支店 支店長 坂本  将 

83 JR 東日本ホテルメッツ宇都宮 支配人 安川  陽之 

84 （株）ＪＴＢ宇都宮支店 支店長 鹿野  英克 

85 （株）下野新聞社 代表取締役社長 若菜 英晴 

86 しょう和（株） 代表取締役 須藤  和哉 

87 (株)新光社 代表取締役 坂本  明史 

88 （株）新三 代表取締役 高岩  英晴 

89 （株）新朝プレス 代表取締役 橋本  大輔 

90 スーパーホテル宇都宮 支配人 村田  洸夢 

91 鈴運メンテック（株） 代表取締役社長 若月  裕之 

92 鈴木印刷（株） 代表取締役社長 鈴木  晴久 

93 スマイルホテル宇都宮東口 支配人 福田  信幸 

94 草月流宇都宮駅東教室 いけばな講師 
舘林  和枝 

（竹内  双芽） 

95 （株）創新 代表取締役 河内  保 

96 （有）存じやす 代表取締役 小林  有一 

97 （株）大高商事 代表取締役 伊原  修 

98 （株）太陽警備保障 代表取締役 高山  實 

99 ダイワロイネットホテル宇都宮 支配人 赤坂  晋 

100 （株）タカヤ商事 代表取締役社長 高田  普一 

101 多気山持宝院 代表役員 伊東  永人 

102 チサンホテル宇都宮 
ﾎﾃﾙｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ 

ﾏﾈｰｼﾞ ｬｰ 
内藤  英之 

103 東花ホテル（（有）東花製菓） 代表取締役 飯野  和利 
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104 （有）東武  東武代行 代表取締役 板橋  勇二 

105 （株）東武宇都宮百貨店 取締役社長 守  徹 

106 東武鉄道（株） 取締役社長 根津  嘉澄 

107 東武トップツアーズ（株）宇都宮支店 支店長 中畑  智之 

108 （株）東北博報堂 代表取締役社長 當麻  裕介 

109 東横イン宇都宮駅前Ⅰ 支配人 八木澤  幸代 

110 東横イン東武宇都宮駅西口 支配人 松本  恭子 

111 （株）栃木銀行 取締役頭取 黒本  淳之介 

112 公益社団法人栃木県観光物産協会 会長 荻原  正寿 

113 栃木県個人タクシー協会 会長 神山  和美 

114 栃木県酒造組合 会長 尾崎  宗範 

115 一般財団法人  栃木県青年会館 理事長 大嶋  茂 

116 栃木交通バス（株） 営業部長 倉田  真嗣 

117 栃木信用金庫 宇都宮営業部長 臼井  孝英 

118 （株）とちぎテレビ 代表取締役社長 須藤  揮一郎 

119 （株）栃木ブレックス 代表取締役社長 藤本  光正 

120 （株）栃木リビング新聞社 代表取締役社長 砂原  一隆 

121 凸版印刷(株)  宇都宮営業所 所長 若梅  富士夫 

122 （株）トヨタレンタリース栃木 代表取締役 新井  将能 

123 （有）トライネット 取締役社長 町田  有士人 

124 （有）ナイトウビジネス 代表取締役 内藤  義広 

125 仲田総業（株） 代表取締役 仲田  陽介 

126 中村庵 代表 中村  邦彦 

127 西口ビル管理（株）（ﾗﾗ･ｽﾃｰｼﾞ事務局） 代表取締役 村上  龍也 

128 （株）日本旅行宇都宮支店 支店長 高橋  健一 

129 （有）割烹ニューみらく 代表取締役 森田  陽子 
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130 （株）ノイプランニング 代表取締役 遠藤  勝久 

131 野里電気工業（株）東京事業本部 
パーキングシス

テム部  部長 
山田  隆久 

132 パークプラザ宇都宮（東日本開発㈱） 支配人 片桐  雅樹 

133 （有）ハーモニー 代表取締役 横須賀  亮平 

134 （株）ハイクオリティ 代表取締社長 金  克彦 

135 （資）花久商店 代表社員 金子  昌郎 

136 （株）HAYAP 代表取締役 早川  雅之 

137 伴印刷（株） 代表取締役 伴  誠 

138 半田りんご園 代表 半田  光隆 

139 （株）ビーグルズ 代表取締役 石川  颯 

140 東日本電信電話（株）栃木支店 栃木支店長 小林  博文 

141 東日本旅客鉄道（株）宇都宮駅 駅長 関本  純一 

142 （有）ひかりオフィス 代表取締役 須藤  剛 

143 ビジネスホテルサンライズ 代表取締役 吉沢  孝 

144 ﾋﾙｽﾞｽｨｰﾂ宇都宮ﾌﾞﾘｰｽﾞﾃﾗｽ（㈱ﾃﾞｨｱｰｽﾞ･ﾌﾞﾚｲﾝ） マネージャー 山下  雅人 

145 （株）ファーマーズ・フォレスト 代表取締役 松本  謙 

146 ㈱ﾌｧｰﾑ･ｱﾝﾄﾞ･ﾌｧｰﾑ･ｶﾝﾊﾟﾆｰ 代表取締役 藤井  大介 

147 （株）ファンタスティックモーション 代表取締役 廣辻  栄作 

148 フィリップモリスジャパン合同会社 営業所長 迫  教洋 

149 ﾌｪｱﾌｨｰﾙﾄﾞ・ﾊﾞｲ･ﾏﾘｵｯﾄ・栃木宇都宮 支配人 稲見  英一 

150 （株）フォーカス 代表取締役 寺澤  崇史 

151 （株）福田屋百貨店 代表取締役社長 福田  宏一 

152 （有）ふくべ洞 代表取締役 小川  昌信 

153 藤井産業（株） 代表取締役社長 藤井  昌一 

154 フタバ食品（株） 代表取締役社長 齋藤  貞大 

155 （有）フルーツパーク古賀志 代表取締役 大柿  和美 
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156 （株）ベルシステムズ 代表取締役 鈴木  一雄 

157 （株）ベルモール 代表取締役 鈴木  一雄 

158 ほたるの里  梵天の湯レストラン 代表取締役社長 岡  廣生 

159 ホテルアーバングレイス宇都宮 総支配人 南條  宏和 

160 HOTEL R9 The Yard  宇都宮中央 マネージャー 小川  健斗 

161 ホテル・ザ・セントレ宇都宮 専務取締役 福田  治久 

162 ホテルサンシャイン 総支配人 皆川  英久 

163 ホテルサンルート宇都宮（坂本商事㈱） 代表取締役 坂本  守弥 

164 ホテルサンロイヤル宇都宮 代表取締役 木村  相訓 

165 ホテルシーラックパル宇都宮 支配人 渡辺  香織 

166 ホテルセレクトイン宇都宮 店舗長 垂石  将 

167 ホテルデル･ソル （（株）愛和企業） 代表取締役 浅野  昌枝 

168 （株）ホテルニューイタヤ 代表取締役社長 田嶋  宏章 

169 （株）ホテル東日本宇都宮 総支配人 田端  快健 

170 ホテルマイステイズ宇都宮 支配人 吉原  宣行 

171 ホテル丸治 代表取締役 福田  治雄 

172 ホテルルートイン宇都宮御幸町 マネージャー 岩本  将吾 

173 （株）ホライズン 代表取締役 芦部  正 

174 （有）松廼家 代表取締役 齋藤  久美子 

175 （株）宮本印刷 代表取締役社長 宮本  隆昌 

176 （株）村上 代表取締役 村上  龍也 

177 （株）銘茶関口園 代表取締役 関口  慶介 

178 桃畑茶屋 代表 渡邊  嘉子 

179 矢野自動車（株） 代表取締役 矢野  愛子 

180 （株）山口果樹園 代表取締役 山口  幸夫 

181 ヤマゼンコミュニケイションズ（株） 代表取締役 山本  征一郎 
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182 （株）ユウケイ工業 代表取締役 梅田  賢一 

183 ﾕﾆｿﾞｲﾝｴｸｽﾌﾟﾚｽ宇都宮（ﾕﾆｿﾞﾎﾃﾙ㈱） 支配人 礒田  康司 

184 （株）横倉本店 代表取締役社長 横倉  正一 

185 ヨシダ 代表 松澤  忠之 

186 （一社）芳村野鳥自然博物館 理事長 芳村  安司 

187 リッチモンドホテル宇都宮駅前 総支配人 妹尾  元樹 

188 リッチモンドホテル宇都宮駅前アネックス 総支配人 妹尾  元樹 

189 （株）ロイアルフーズ 代表取締役社長 黒田  晃司 

190 （株）ロココ企画装飾 代表取締役 矢治  和之 

191 ROCKSIDE  MARKET 代表 高橋  智也 

192 （株）ワカヤマファーム 代表取締役 若山  太郎 

193 和文化体験  三八美 代表 三觜  明美 
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４．（一社）宇都宮観光コンベンション協会賛助会員名簿（令和５年５月１９日現在） 

No. 名          称 代表者職名 代表者氏名 

1 池上町商店街 会長 田中  弘一 

2 宇都宮オリオン通り商店街振興組合 理事長 長島  俊夫 

3 宇都宮ユニオン通り商店街振興組合 理事長 檜山  昌彦 

4 大谷商工観光協力会 会長 大久保  裕之 

5 オリオン通り曲師町商業協同組合 理事長 長谷川  正 

6 亀井の水保存会 会長 柳田  良一 

7 ＪＲ宇都宮駅前商店街 会長 市村  耕三 

8 シンボルロード振興会 代表 今泉  知明 

9 大工町大通り商店街連盟 会長 坂本  明史 

10 中央通り商店会 会長 舘野  昌弘 

11 東武馬車道通り商店街振興組合 理事長 上野  すみ子 

12 
栃木県飲食業生活衛生同業組合宇都宮大衆

支部 
支部長 田村  健一 

13 栃木県皐月会 会長 小島  章利 

14 馬場町通り商店街 会長 田中  文博 

15 日野町商店街振興組合 代表理事 﨑尾  肇 

16 平出雷電神社観光協力会 会長 亀和田  武彦 

 


